
ＪＡ北海道厚生連 倶知安厚生病院 

≪経営管理≫ 病床利用率 

 

＜項目解説＞ 

 病院のベッドの利用状況を示す指標であります。病院収益に最も影響を与えるため、ベット

コントロールを行う医師と看護師による情報共有と救急・紹介・新入院患者を断らない体制の

構築が重要であり、それらがどの程度効率的に活用されているのかを知る必要があります。病

院の経営管理状態を示す指標の 1 つになります。 

 

 

＜当院の実績＞ 

 

【平成２４年度】  ７３．８％（一般病床 ６９．０％、精神病床 ８７．９％） 

【平成２５年度】  ７７．９％（一般病床 ７６．７％、精神病床 ８１．４％） 

【平成２６年度】  ８０．３％（一般病床 ８０．２％、精神病床 ８０．５％） 

 

 

＜当院の自己点検評価＞ 

一般病棟においては、平成２４年度で７０％を下回っていたものの、医師体制の充足に伴い

平成２６年度で８０％を上回る結果となっております。一方で精神病棟においては、平成２４

年度から減少傾向にあります。診療機能・体制の見直しについて検討致します。 

 

 

＜定義＞ 

 病床利用率 

  

 

＜算式＞ 

 分子：年間入院患者数 

 分母：許可病床年間延数（許可病床数×365 日） 

 

基礎データと解析：HOPE/X-Win（富士通株式会社） 


